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日
比
海
事
社
会
が
一
致
協
力
し
て

　
　
　
　
　 

フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
部 

　
福
間
　
滋

 

自
己
管
理

 
 
 
 
 

そ
こ
か
ら
始
ま
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

安
全
管
理

　
11
月
28
日
、
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｐ（
ア
ジ
ア

太
平
洋
海
事
大
学
）校
内
で
、
本
組

合
か
ら
組
合
長
、
国
際
局
長
、
Ｉ
Ｔ

Ｆ
ポ
リ
シ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
専
任
部

長
が
出
席
し
た
ほ
か
、
比
国
労
働

雇
用
省（
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｅ)

を
は
じ
め
と

す
る
比
国
政
府
高
官
、
Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ａ

Ｊ
・
Ｐ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
会
員
船
社
な
ど

約
１
５
０
人
が
参
列
の
下
、
式
典

が
催
さ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
永
年
に
わ
た
り
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
船
員
の
地
位
向
上
に
努

め
、
海
事
関
係
者
の
み
な
ら
ず
多

く
の
方
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
他
界
し

た
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
の
オ
カ
前
委
員

長
の
銅
像
除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
、

主
要
出
席
者
に
よ
る
献
花
を
行
い
、

冥
福
を
祈
っ
た
。

　
続
い
て
Ｓ
Ｐ
Ｅ（
船
員
雇
用
促
進

基
金
）の
拠
出
を
受
け
、
船
員
の
さ

ら
な
る
資
質
向
上
な
ど
を
目
的
に

建
設
し
た
高
級
船
員
用
教
育
訓
練

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
記

念
し
、
主
要
出
席
者
に
よ
る
リ
ボ

ン
カ
ッ
ト
、
安
定
運
営
を
祈
念
す

る
ミ
サ
、
記
念
プ
レ
ー
ト
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
サ
ン
ト

ス
校
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
式
典

が
開
始
さ
れ
た
。
関
係
各
位
の
来

賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
世
界
各
地
で

海外代表部短信

　
昨
年
11
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
部
に
着
任
し
て
、
は
や
一
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
も
日
本
商
船
隊
に
乗
り
組
む
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
の
教
育
訓
練
・
福
利
厚
生
活
動
と
し
て
、
日

比
海
事
社
会
の
一
致
協
力
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
開
催
さ
れ
た
式
典
の
模
様
を
含
め
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
航
す
る
船
舶
の
安
全
運
航
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
優
秀
な
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
安
定
確
保
が
必
要
で

あ
る
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
、

日
比
海
事
社
会
の
友
好
を
さ
ら
に

深
め
て
式
典
を
終
え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
は
Ｐ
ｒ
ｏ
ｖ
ｉ

ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｆ
ｕ
ｎ
ｄ
（
退
職
基

金
）、
Ｗ
Ｓ
Ｐ
Ｆ
（
寡
婦
遺
族
年
金

基
金
）な
ど
の
協
約
に
基
づ
く
基
金

の
み
で
は
な
く
、
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ

組
合
員
お
よ
び
家
族
が
無
料
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ー
メ

ン
ズ
ホ
ス
ピ
タ
ル
、
15
日
間
ま
で

無
料
宿
泊
可
能
な
セ
イ
ラ
ー
ズ
ホ

ー
ム
、
給
料
時
支
払
い
可
能
な
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
福
祉

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
は
、

宿
泊
希
望
者
が
多
数
殺
到
し
て
い

る
セ
イ
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
の
現
状
を

踏
ま
え
、
福
利
厚
生
の
充
実
の
た

め
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
セ
イ
ラ
ー
ズ
ホ

ー
ム
２
を
建
築
す
る
こ
と
を
計
画
。

11
月
29
日
、
マ
ニ
ラ
市
内
の
イ
ン

ト
ラ
ム
ロ
ス
で
、
本
組
合
か
ら
組

合
長
、
国
際
局
長
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
ポ
リ
シ

ー
セ
ク
シ
ョ
ン
専
任
部
長
が
出
席

し
た
ほ
か
、
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｅ
を
は
じ
め

と
す
る
比
国
政
府
高
官
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
、

Ｉ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｊ
・
Ｐ
Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ｃ
会
員

船
社
、
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
組
合
員
な

ど
約
１
０
０
人
が
参
列
の
下
、
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。

　
式
典
で
は
司
会
者
か
ら
工
事
概

要
が
説
明
さ
れ
、
参
列
し
た
Ａ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
組
合
員
か
ら
は
、
福
利

厚
生
の
充
実
を
歓
迎
す
る
拍
手
喝

采（
か
っ
さ
い
）が
起
き
た
。

　
続
い
て
工
事
の
無
事
を
祈
念
す

る
ミ
サ
、
主
要
出
席
者
に
よ
る
鍬

入
れ
式
が
行
わ
れ
た
。
来
賓
あ
い

さ
つ
で
は
、
船
員
お
よ
び
家
族
の

福
利
厚
生
に
貢
献
し
て
い
る
Ａ
Ｍ

Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
へ
の
賛
辞
が
表
さ
れ
た
。

　
本
組
合
と
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
が
一

致
協
力
の
下
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
船

員
の
宿
泊
施
設
と
し
て
建
設
し
た

Ｊ
Ｓ
Ｕ
─
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ
リ
ナ

ー
ズ
・
ホ
ー
ム
、
Ｊ
Ｓ
Ｕ
─
Ａ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ
リ
ナ
ー
ズ
・
ホ
ー
ム
Ａ

Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
は
、
日
比
船
員
社
会
の

友
好
の
象
徴
と
し
て
定
着
し
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
の
福
祉
に
大
い

に
貢
献
し
て
い
る
。

　
現
在
、
マ
ニ
ラ
市
内
で
日
比
船

員
社
会
の
絆
と
し
て
日
比
船
員
社

会
の
取
り
組
み
や
日
本
商
船
隊
に

つ
い
て
幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｕ
─
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

Ｐ
マ
リ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
建

設
を
進
め
、
多
数
の
海
事
関
係
者

か
ら
一
日
も
早
い
完
成
と
運
営
開

始
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
も
う
す
ぐ
卒
業
・
就

職
シ
ー
ズ
ン
。
最
近
の
大
学

生
の
就
職
状
況
は
ど
う
な
の

か
な
？

　
Ａ
　
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
厚

生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
今

春
卒
業
を
予
定
す
る
大
学
生
の
就

職
内
定
率
は
昨
年
10
月
１
日
時
点

で
59
・
９
％
。
過
去
２
番
目
に
低
い

数
字
だ
。
と
り
わ
け
短
大
女
子
学

生
で
は
２
割
、
専
門
学
校
生
で
は

４
割
の
学
生
し
か
内
定
を
得
て
い

な
い
。

　
Ｑ
　
今
年
度
か
ら
就
職
活
動
の

ル
ー
ル
が
変
わ
っ
た
と
聞
い
た
け

れ
ど
？

　
Ａ
　
こ
れ
ま
で
大
学
３
年
生
の

10
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
就
職
活

動
が
、
今
の
３
年
生
か
ら
は
12
月

Ｑ＆Ａ

　 

小
樽
市 

　
高
岡 

美
千
子（
65
）

　
昨
年
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
で

札
幌
ド
ー
ム
を
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
今
年
は
日
本
ハ
ム
の
試
合
の

応
援
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
葉
が
見
た
い
！
。

 

　（
日
本
水
産
）

 

ル
ー
ル
変
わ
れ
ど
厳
し

さ
続
く

　
　
　
大
学
生
の
就
職
活
動

ス
タ
ー
ト
と
２
カ
月
遅
く
な
っ
た
。

就
活
の
長
期
・
早
期
化
で
学
業
に

支
障
が
出
て
い
る
と
の
批
判
を
受

け
た
企
業
側
の
措
置
だ
。
内
定
が

出
な
い
ま
ま
卒
業
す
る
学
生
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
卒
業
後
３

年
間
は
新
卒
扱
い
で
応
募
を
受
け

付
け
る
動
き
も
一
部
だ
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　
Ｑ
　
今
後
は
改
善
し
そ
う
？

　
Ａ
　
企
業
が
新
卒
採
用
に
慎
重

な
の
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
期
待
で

き
そ
う
も
な
い
。
学
生
の
中
に
は

入
学
時
か
ら
就
職
に
有
利
な
ゼ
ミ

を
選
ぶ
人
や
、
就
活
解
禁
前
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
体
験
研
修
）

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
交
流
サ

イ
ト
で
人
事
担
当
者
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
人
も
い
て
、
競
争
は
年
々
激

化
し
て
い
る
。
景
気
の
先
行
き
不

安
か
ら
大
手
に
応
募
が
殺
到
し
て

い
る
こ
と
も
事
態
に
拍
車
を
掛
け

て
お
り
、
学
生
か
ら
は
「
１
回
し
か

チ
ャ
ン
ス
の
な
い
新
卒
一
括
採
用

を
見
直
し
て
」
と
い
う
声
が
上
が

っ
て
い
る
。

　
Ｑ
　
社
会
へ
の
新
た
な
一
歩
を

無
事
に
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
ね
？

　
Ａ
　
ル
ー
ル
の
見
直
し
も
必
要

だ
が
、
根
本
的
に
は
雇
用
の
パ
イ

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
。
日
本

の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る

た
め
に
も
、
企
業
や
国
は
積
極
的

に
若
者
を
採
用
し
な
く
ち
ゃ
ね
。

　
　
　
　
　
　（
連
合
通
信
か
ら
）

 

札
幌
ド
ー
ム
へ

 

オ
カ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
前
委
員

長
の
銅
像
除
幕
式

 

高
級
船
員
用
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ

レ
モ
ニ
ー

 

Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
セ
イ
ラ
ー
ズ

ホ
ー
ム
２
の
起
工
式

 

Ｊ
Ｓ
Ｕ
─
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
マ

リ
タ
イ
ム
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス


